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き
れ
い
な
山
河
①
川
を
き
れ
い
に

昭和41年(5月末） 昭和46年(5月末）昭和51年(5月末）
2,773人 2,237人 2,028人

2,923人 2,272人 2,107人
5,696人 4,509人 4,135人

1,251世帯

②
家
の
ま
わ
り
を
き
れ
い
に

「大
切
に
」

転入した人
転出した人

1,166世帯

人
人
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1,103世帯

厄

251 1 町長，助役， 収入役，

総務課，企画経済課，

町民運動室， 国土調査

課，議会事務局

町民課
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お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

菟
野
尾
冨
永
文
男
さ
ん

0
オ

中
野
今
岡
喜
太
郎
さ
ん
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大
屋
敷
岩
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居
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ん
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き
め
細
か
い
町
政
で
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の
よ
さ
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を
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町
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て
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懇

談

会

自

分

の

地

区
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外

は

、

な

か

な

で
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、

各

か

見

る

機

会

が

な

く

、

よ

く

知

地

区

の

開

ら

な

い

の

が

お

互

い

の

実

状

で

で

発

の

様

子

園
が
一
番
の

す
。

話
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と
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十
年
に
見
吹
村
か
ら
合
併
し
た
種
々
の
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ

9
,
＇
，
じ
め

て
日
を
は

,

＂

：

森

部

落

を

通

り

、

鹿

野

川

自

然

ま

し

た

が

、

こ

れ

ら

の

事

柄

9,
'
,
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'
，
．
'
ぃ
諮
ぶ
，
~
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公
園
か
ら
予
子
林
、
中
津
を
経
は
、
今
後
の
施
策
に
生
か
さ
れ
ず。
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っ
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回
岩
谷
地
区
や
河
辺
村
の

遠
望
を

こ
の
町
政

教
室
は
、
八
月
ま

で
に
順
次
各
地
区
単
位
に
実
施

9,＇9
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目
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し
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。
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ぐ
入
っ
て
行
く
と
町
民
課
で
、

下
り
、

岩
谷
か
ら
菟
野
尾
へ
、

二
十
七
日
、

宇
和
川
地
区
の
方

々
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。
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中
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方
に
関

朝
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時
半
、
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岩
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マ
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下
り
帰
途
に
つ
き
ま
し

》
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係
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あ
る

ロ
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で
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発
し
、
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主
た
。
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に
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の

各

局

庁

大

●

庁

舎

の

案

内

ま

し

た

。
）
な
お
二
階
は
、
公
民

お

年

寄

り

や

、

足

の

下

自

由

館
と

ロ
ー
カ

で
つ
な
が
っ
て
お
な
方
で
階
段
を
上
り
に
く
い
方

事

1
1
1
2
5
塔

昭
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り
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の
公
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側
に
ゆ

工

造

さ

エ

成

事

事

理

設

送

備

（

一

階

）

一

階

は

倉
庫
が
主
で

す
が
、
こ
の
他
保
健
室
、
複
写

工

工

品

管

放

設

着
落

積

積

構

高

面

面

の

の

費

築

帯

計
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室

、

物

品

室

が

あ

り

、

約

半

分

（

三

階

）

三

階

は

議

場

の

他

、

会

る

い

匂

配

の

通

路

が

あ

り

ま

す

期

業

建

附

備

設

内

話

冷
は
駐
車
場
に
な
っ
て
お
り
ま
議
室
が
主
で
す
が
、
事
務
室
と

Q
で
ご
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下
さ
い
。

地
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物
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敷

建

建

建

工

事

庁

電

運
動
七
月
の
目
標

政
治
を
行
う
も
の
は
、
政

治
姿
勢
を
正
す
べ
ぎ
で
あ
ろ

う
。
た
と
え
ば
、

他
の
役
職

を
兼
務
し
て
い
た
の
で
は
、

そ
の
立
場
が
あ
っ
て
、
正
し

い
政
治
活
動
は
で
ぎ
な
い
と

思
う
。（
ぎ
め
細
か
い

町
政
を
）

町
政
は
、
国
や
県
と
違
っ

て
、
ぎ
め
細
か
い
政
治
が
必

要
だ
。
福
祉
面
で
も
、
産
業

面
で
も
「
肱
川
の
よ
さ
」
を

つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
た

と
え
ば
、
住
民
の
健
康
管
理

な
ど
は
、
は
な
ば
な
し
く
は

な
い
が
、
ぢ
み
ち
な
行
政
を

住

民

は

求

め

て

い

る

と

思

゜
弓
＇（
議
員
と
し
て
）
議
員
は

よ

＜
勉
強
す
る
と
い
わ
れ
る
が

町
政
の
勉
強
も
結
構
だ
が
、

⑧
安
全
な
生
活
・
・

事務室，受付附近
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と
な
っ
て
い
る
。
正
し
い
選

挙
は
、
正
し
い
政
治
の
基
本

な

’
で
あ
り
、
民
主
々
義
の
基
本

で
も
あ
る
9
選
挙
に
出
る
者

も
、
投
票
す
る
人
も
、
双
方

が
考
え
な
け
れ
ば
、
正
し
い

政
治
は
期
待
で
ぎ
な
い
。
と

強
調
さ
れ
、
正
義

感

が

強

.B
'~ 

、。
¥＞ 

独
自
に
、
住
民
サ
イ
ド
に
立

っ
て
の
勉
強
が
大
切
だ
と
思

゜
ぅ
と
か
く
、
農
家
だ
け
の
こ

と
を
考
え
る
向
ぎ
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
当
町
に
と
っ
て
、

農
林
業
は
大
切
だ
が
、
町
民

に
は
、
商
売
人
も
お
れ
ば
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
い
る
。
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
と

ぎ
び
し
い
。

（
選
挙
が
汚
な
い
。
）

い
ま
の
選
挙
は
汚
な
い
。

金
が
か
か
る
選
挙
が
当
り
前
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0
「
山
に
い
て
も
畑
に
い
て
も

町
内
の
出
来
ご
と
や
農
作
業
メ

モ
が
き
け
る
し
、
こ
り
ゃ
あ
ー

良
い
も
の
が
で
ぎ
た
わ
い
」
（

農
事
放
送
開
始
五
・
一

0
)

0
「
九
州
地
方
の
風
物
や
人
情

に
ふ
れ
、
見
聞
を
広
め
よ
う
」

と
思
い
出
の
修
学
旅
行
。
さ
て

オ
ラ
が
町
と
の
違
い
を
、
子
供

た
ち
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
帰

っ
た
こ
と
か
（
町
内
全
小
学
校

修
学
旅
行
五
・
一
三

l
一
六
）

0
町
内
各
種
団
体
の
あ
と
を
つ

ぐ
者
が
、
親
匠
く
を
は
か
ろ
う

と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
実
施
、

し
か
し
、
低
ん
と
う
の
親
底
<

は
大
会
の
あ
と
で
は
か
ら
れ
た

の
で
は
、
（
五
・
一
六
、
町
民

運
動
場
で
）

0
三
人
の
検
査
官
に

よ
る
農
林

関
係
会
計
検
査
、
途
中
は
ま
こ

と
に
厳
し
く
。
し
か
し
、
午
後

六
時
検
査
官
の
顔
も
和
ん
で
無

夜
間
な
ど
で
入
口
が
閉
っ
て

事
終
了
。
（
五
・

一
九
）

〇
や
は
り
自
分
の
体
は
気
に
な

る
と
み
え
て
、
人
よ
り
先
に
や

い
る
場
合
は
、
一
階
の
横
、
公

り
た
が
る
。

民
館
側
の
入
口
に
あ
る
箱
の
電

．． 

話
で
二
九
を
廻
し
て
い
た
だ

v
四
十
二
人
中
、
高
血
圧
者
は

と
宿
直
室
に

つ
な
が
り
ま
す
。

三

人
、
正
常
な
人
が
多
く
、
ま

ず
は
安
心
（
五
・
ニ
ニ
大
谷
老

●

駐

車

場

友

会

血

圧

測

定

）

0
町
外
を
知
る
の
も
良
い
こ

と

だ
が
、
住
民
に
ま
ず
町
内
の
各

役
場
に
用
事
の
あ
る
方
は
、

所
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
主

駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

な
施
設
や
事
業
を
視
察
す
る
町

政
教
室
実
施
、
あ
と
懇
談
会
で

●

電

話

用
件
に
よ
っ
て
次
の
番
号
に
は
、
意
見
百
出
、
好
評
（
五
・

か
け
ら
れ
る
と
早
く
つ
な
が
り
二
七
第
一
回
宇
和
川
地
区
）

ま
す
。

0
ボ
ー
ト

ジ
ー
ズ
ン
幕
あ
け
、

呼
ん
だ
番
号
が
話
し
中
の
と
男
子
一
三
ク
ル

ー
、
女
子
六
ク

ル
ー
参
加
し
、
オ
ア
ズ
マ
ソ

精

ぎ
は
自
動
的
に
他
の
番
号
に
つ

神
に
の
っ

と
り
、
正
々
堂
々
と

（
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
県
予
選
五
・

な
が
り
ま
す
し
、
ま
た
他
の
番

二
九

l
三

0
鹿
野
川
湖
で）

号
に
か
汁
ら
れ
て
も
、
戦
員
が

0
町
外
の
方
々
か
ら
は
と
も
か

希
望
さ
れ
る
と
こ
ろ
へ
切
替
え

く
と
し
て
、
一
住
民
か
ら
「
新

ま
す
。

庁
舎
の
落
成
を
、

心
か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
の
祝
電

を
い
た
だ
い
た
。
ほ
ん
と
う
に

よ
い
中
味
に
な
ら
な
く
て
は
と

職
員
一

同
感
激
（
六
・
一
庁
舎

落
成
式
）

〇
「
枝
ぶ
り
は
悪
い
が

：・・
:」

と
ワ
レ
ナ
ベ
の
鉢
に
育
て
た

ツ

ッ
ジ
を
新
庁
舎
に
寄
贈
さ
れ
だ

方
も
。
さ
っ
そ
く
、
ポ
ー
チ
に
飾
ら

せ
て
い
た
だ
い
た
。

建設課

教育委員会

（地集変更）町民課

7642 （地集）教育委員会

119 火事通報（総務課）

（
信
条
は
、
）

「
少
数
意
見
で
も
正
し
い

場
合
が
あ
る
」

と
信
じ
、
町

政
に
対
し
て
、
是
々
非
々
と

し
て
貫
ぬ
い
て
い
る
。

ま
た
、
当
初
議
員
に
出
た

と
ぎ
、
勝
負
ご
と
は
、
競
輪

競
馬
、
バ
チ
ン

コ
な
ど

一
切

し
な
い
こ
と
を
心
に
誓

っ
て

い
る
。
縫
製
業
、
家
族
は
、
い
ま

ご
両
親
と
奥
さ
ん
、
長
男
（

高
校
生
）
の
五
人
家
族
、
五

十
三
オ
広
常
部
落

●
夜
間
の
受
付
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と

ぎ

七

月

九

日

十
三
時
ー
十
五
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民

館ぎ
七
月
十
二
日

十
三
時
ー
十
五
時

日
は
国
民
安
全
の
日
で
す
。
事
故
は
ち
よ
っ
と
し
た
心
の
す
き
ま
に
お
こ
り
ま
す
。

〇
妊
娠
健
康
相
談

〇
乳
児
健
康
相
談

受 と 〇
胃
の
集
団
検
診

0
不
燃
物
収
集

手
数
料
甲

種

千

五

百

円

乙
、
丙
種
二
千
円

ぎ
七
月
六
日
か

ら

九

日

ま

で

（

四

収

集

日

七

月

十

四

日

申

込

書
用
紙
は
肱
川
猟
友
会

日

間

）

収

集

地

区

鹿

野

川
地
区
、
＿
事
務
局
、
山
内
壮
亮
氏
に
あ
り

九

月

七

日

か

大

谷

地

区

ま

す

。

詳

し

く

は

事

務

局

へ

お

ら
十
日
ま
で
（
四
前
日
中
に
所
定
の
場
所
ま
で

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
、
肱
川
局
二
三
五
二

出
し
て
下
さ
い
。

日
間
）

〇
税
務
大
学
校
学
生
（
税

付

七

時

か

ら

十

0
狩
猟
者
講
習
会

時
ま
で

と

こ

ろ

肱

川
町

公

民

昭

和

五

十

一

年

度

狩

猟

者

講

務

職

員

）

募

集

館

習

会

が

、

次

に

よ

り

実

施

さ

れ

料

金

六

0
0
円
ま
す
の
で
希
望
者
は
受
講
し
て

申
込
者
に
は
、
日
時
く
だ
さ
い
。

を
指
定
し
て
通
知
し
ま
（
経
験
者
）

す

。

．

と

ぎ

な
お
、
人
員
に
余
裕

が
あ
り
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
、
町
民
課
ま
で

申
込
ん
で
下
さ
い
。

厚
生
農
協
連
が
行
う

成
人
病
検
診
（
胃
検
診

を
含
む
）
は
、
十
二
月

十
日
一
日
限
り
で
あ
り

人
員
は
一

0
0人
程
度

に
制
限
さ
れ
る
見
込
み

で
す
。

午
前

一
、
受
験
資
格

昭
和
三
十
一
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
三
十
四
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
の

方
で
、
高
校
卒
業
程
度

二
、
申
込
書
受
付

昭
和
五
十
一
年
七
月
十
二

日
（
月
）
か
ら
昭
和
五
十
一

年
七
月
二
十
一
日
（
水
）
ま

で。
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、

人
事
院
四
国
事
務
局
、
高
松

国
税
局
、
ま
た
は
大
洲
税
務

署
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

、
。

＼＞ 0
河
川
愛
護
デ
ー
は
、
七
月

七
月
十
三
日
、
午

前
九
時
よ
り

二
十
五
日
（
日
）
で
す
。
夏
休

•
と
こ
ろ
大
洲
市
民
会
館

（
実
技
）
七
月
十
四
日
、
午
み
の
計
画
に
は
、
ご
配
慮
の
上

前
九
時
よ
り
ご
協
力
下
さ
い
。

肱
川
五
郎
大
橋
下

・
提
出
す
る
も
の

経
験
者
に
準
ず
る
。

と
こ
ろ

肱
川
町
公
民
館

0
9
,
0
o
t
,
贔
‘

；・

日――
aE臼曰

大
き
い
名
札
を
つ
け
て
、
土

•..

• F`~̀ 
．．
． ．ゞ

〗~

楽
朝
礼
か
ら
始
ま
り
、
竺
級
会
F
i
J
 

娑
免
、
．

]
 

、
＾

算
数
、
図
画
を
勉
強
し
、
合
食
条

、＼
．．
 

破
/

9
芯
父

も
一
緒
に
し
ま
し
k
)

。

f
X
i
^
 

蕊

密

．

：

‘
ぷグ・

ア

胃
腸
に
関
係
な
い
吐
き
気

A

呼

土
ぎ
気
と
、
う
と
、
ま
ず
胃

ぷ

二

特

に、

意
見
の
交
換
会
て
は

nμ

し

昔
の
洋
服
の
問
題
、
遊
び
、
先
腸
が
悪
い
と
考
え
ま
す
が
、
胃

生
、
学
校
の
よ
う
す
な
ど
、
す
腸
に
関
係
の
な
い
吐
き
気
も
た

す
。

く
さ
ん
あ
り
ま

乗
り
も
の
酔
い
、
つ
わ
り
な

{

景

る

ど

い

質
問
に
、
老
人
会
側
も

ど
の
と
き
の
吐
き
気
は
よ
く
知

,．,＇

]

風
返
答
に
ひ
と
苦
労
で
し
た
。

強
算
数
で
は
、
昔
の
計
算
の
し
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
見
落
さ
れ

必

方
と
今
の
計
算
の
し
方
の
違
い
が
ち
な
の
が
目
の
病
気
の
と
ぎ

．

勉

に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
答
は
。
と
く
に
緑
内
障
で
は
、
吐
ぎ

••• 
[．．

のて

気

と

頭

痛

だ

け

が

初

発

症

状

の

．箋ヽ
硲唸‘

場
合
が
あ
り
、
目
の
症
状
が
な

ん

し
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
に
、
気
づ

当
部
落
は
、
鹿
野
川
か
ら
国
て
ぎ
た
が
、
栗
、
た
ば
こ
、
米
環
境
で
町
民
の
い
こ
い
と
、
レ
献
米
は
粒
選
に
さ
れ
た
と
い

）

出
き
「
な
る
低
ど
」
と
感
心
し
ま
い
の
で
、
内
科
で
も
診
断
が
つ

鉄
バ
ス
で
三
十
分
、
大
谷
地
区
酪
農
、
養
豚
と
い
っ
た
と
こ
ク
リ
ェ

ー
ジ
ョ
ン
の
場
と
な
る
わ
れ
現
地
に
は
記
念
碑
が
立
て

の

奥

の

端

の

集

落

、

県

道

の

閲

ろ

。

の

も

間

近

か

で

し

よ

う

。

ら

れ

て

い

ま

す

。

＼
j
J
-

「

ぃ

し

た

。

き

か

ね

て

い

る

と
、
急
に
目
が

:
r

"
．"、二

思

今
回
の
老
人
一
日
小
学
生
は
見
え
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

．． 

通
で
肱
川
町
の
西
の
玄
関
と
も
石
油
ジ
ョ
ッ
ク
を
境
と
す
る
石
灰
岩
が
多
く
陥
没
し
た
と
ム
「
は
マ
ス
養
殖
場
が
出
来
、

ャ•
•
$
y
r
を

「大
切
に
」
運
動
の
五
月
目
標
す
か
ら
注
意
し
ま

し

ょ
う
。

昔

脳
出
血
、
脳
腫
瘍
、
脳
炎
な

言
え
よ
う
。

経
済
の
変
化
に
対
応
し
て
農
林
こ
ろ
も
四
、
五
箇
所
あ
り
鐘
乳
釣
り
堀
も
あ
っ
て
昨
年
は
三
千

ど
で
は
、
脳
圧
が
高
ま
る
た
め

「
明
る
い
家
庭
」
の
行
事
と
老

戸
数
二
十
三
戸
業
へ
の
意
欲
が
自
主
的
に
高
ま

洞
の
試
堀
が
始
っ
て
期
待
は
大
人
を
数
え
た
。

ぷ
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冒
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お
互
い
に
注
意
を。
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七
月
一

と

七
月
九
日

九
時
よ
り

•
と
こ
ろ
大
洲
市
民
会
館

・
提
出
す
る
も
の

ー
、
受
講
申
込
書

2
、
写
真
（
六
ヵ
月
以
内
、

正
面
上
半
身
、
無
帽
、

ラ
イ
カ
版
）
一
枚

5
、
手
数
料
千
円
（
県
収

入
証
紙
）

4
、
提
出
先
県
大
洲
林
業
課

5
、
申
込
期
限
、
開
催
日
前

五
日

（
初
心
者
）

．

と

ぎ

1

L
 

ヽ

梅
雨
の
中
休
み
で
あ
ろ
う
一が
発
足
し
た
の
は
、
昭
和
四
十
れ
も
高
段
者
ぞ
ろ
い
で
あ
る
。

詩
を
味
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

か
、
久
し
ぶ
り
に
初
夏
の
太
陽
年
九
月
と
い
う
か
ら
、
現
在
十
勿
論
、
中
塚
さ
ん
も
そ
の
一
の
人
達
の
物
の
見
方
や
考
え
方

が
ま
ぶ
し
い
昼
さ
が
り
、
た
ば
年
八
か
月
の
歴
史
を
刻
ん
だ
と
人
。
吟
歴
十
年
八
か
月
現
在
は
、
そ
し
て
生
活
が
し
の
ば
れ

，

大
洲
吟
訪
会
教
師
と
し
て
、
後
る
。
歴
史
の
勉
強
が
出
来
る
こ

こ
畑
で
、
葉
た
ば
こ
の
管
理
に
こ
ろ
。

忙
し
い
中
塚
さ
ん
を
訪
ね
ま
し

，

と
は
あ
り
が
た
い
」

町
で
は
、
県
の
指
定
を
受
け
一

こ

の

た

め

、

い

ま

元

気

だ

と

た

。

肱

川
の
吟
詠
会
も
、
今
四
支

て
「
誕
生
日
検
診
」
を
行
い
ま
思
っ
て
い
る
人
に
も
、
内
科
診
た
ば
こ
は
、
六

0
四

耕

作

し

一

宰

戸

H
_
布
E

部
七

0
余
名
の
人
達
が
、
先
人

す。

察

、

血

圧

測

定

、

尿

検

査

、

心

て

い

る

と

い

わ

れ

る

中

塚

さ

の

魂

に

ふ

れ

、

自

己

を

み

つ

め

「
誕
生
日
検
診
」
と
は
、
人
「
電
図
検
査
を
行
う
も
の
で
す

。

ん
。
手
少
な
で

5
i
1
i
5

ル
土
ユ5~ハ
ツ
キ0キ
0
→
へ
て
い
こ
う
と
毎
日
ど
こ
か
で
頑

こ

れ

か

ら

八

月

張

っ

て

い

ま

す

が

、

中

塚

さ

ん

年
度
中
に
四

0
オ、

四
五
才
‘
該
当
者
に
は
、
順
次
、
「
無

料
受
診
票
」
を
送
付
し
ま
す
か

五
五
オ
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方

上

旬

ま

で

、

た

中

塚

忠

さ

ん

は

、

こ

の

よ

う

に

一

人

で

も

多

ば

こ

相

手

の

苦

く

の

吟

友

が

出

来

る

こ

と

が

一

ら
、
指
定
医
療
機
関
で
診
断
を

々
に
、
無
料
で
健
康
診
断
を
受

闘
が
始
ま
る
、
結
成
さ
れ
た
当
時
は
、
会
員
一
進
の
指
道
に
当
っ
て
お
ら
れ
番
嬉
し
い
と
い
わ
れ
る
。

受
け
て
、
自
分
の
健
康
を
た
し

け
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の

た
ば
こ
作
り
も
も
二
十
三

名

い

た

そ

う

だ

が

、

る

。

吟

を

始

め

て

一

番

印

象

に

残

か
め

て
お
ぎ
ま
し
ょ
う
。

で
す
。

ま
た
、
今
年
四
0
オ
に
な
ら

四
0
オ
と
い
え
ば
、
蹴
場
で

は

働

ぎ

盛

り

、

家

庭

で

は

一

家

今

は

大

分

省

ヵ

多
く
の
人
達
が
途
中
で
脱
落
、
「
へ
た
な
が
ら
、
好
さ
で
始
っ
て
い
る
の
は
、

「
町
制
施
行

の
柱
で
す
。
成
人
病
と
い
わ
れ
れ
る
方
に
は
、
健
康
手
帳
を
交

化
さ
れ
た
と
は

め

た

吟

の

道

で

す

が

、

歩

め

ば

三

十

周

年

記

念

式

典

で

、

短

歌

^

、ヽ，

歩
む
ほ
ど
山
が
高
く
て
登
り
切
を
詠
じ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ

い
え
、
大
変
な

一

7

る
脳
卒
中
や
、
が
ん
、

心
臓
病
付
し
ま
す
か
ら
、
各
種
検
診
結

れ
ま
せ
ん
」
と
謙
そ
ん
さ
れ
と
。
光
栄
で
す
」
そ
し
て
、
「

重
労
働
、
乾
燥
が
始
ま
る
と
約

ぐ
月
礼
ー
川
月
＼

~
94,
‘
f

な
ど
は
、
こ
の
年
代
か
ら
急
に
果
を
記
録
し
て
お
ぎ
ま
の
し
ょ

゜

る
。
「
吟
は
、
品
位
を
も
っ
て
現
代
が
、
極
度
に
合
理
化
さ
れ

面

増

え

て

い

ま

す

。

う

ロ
ロ

[
V-〗
〗
〗

-―-
o
l
□
I

酎
〗□
い
い
い
戸
噂
は
睡
眠
も
ろ
く
に
と
れ

[]
^
a冒予ャ｀
〗
〖
知

＾

生
命
と
す
る

。
そ
し
て
、
健
康
た
時
代
で
あ
る
だ
け
に
、
不
毛

的
に
も
非
常
に
よ
い
」
と
い
わ
に
な
り
が
ち
な
心
の
中
に
、

豊

二
[
〗
〗
[
言

□
[
[
口
/門
/
。
つ
[
[
[
〗
[
〗
冒
工
[
[
〗

□〗
/

-＼
は
行
い
ま
す
の
で
現
在
、
そ
の
申
込
み
を
順
次
行

し

J

多
数
応
募
下
さ
っ
て
お
り
ま
す
。

、
。

よ
I

し

）

」

希

望

の

人

は

、

申

込

用

紙

（

切

賞

言

□鰐
口
が
企
画
経
済
課
に
あ
り
ま
す
の

―l

贈
る
こ
と
に
し
で
ご
連
絡
の
上
、
申
し
込
ん
で

て
お
り
ま
す
。

下
さ
い
。
申
し
込
み
方
法
は
簡
一

、

/

〇
申
込
先
単
で
す
。
（
企
画
経
済
課
）

し

-
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各
部
落
長
（

ま
た
は
町
民

花

運
動
室
）

i
0
i切
り
！
七
月
三
十
一
日

しわのよった小学生
老人クラブの一日小学生
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